
１
．
は
　
じ
　
め
　
に

　
筆
者
は
中
学
、
高
校
で
の
勤
務
を
経
て
、
現
在
大
学
で
導
入 

教
員
養

成
に
携
わ
っ
て
い
る
。
大
学
で
教
え
る
立
場
に
な
っ
て
、
学
生
の
置
か
れ
た
環

境
が
高
校
ま
で
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
導
入
教
育
で
は
、
一
般

に
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
や
雰
囲
気
は
授
業
ご
と
に
異
な
り
、
同
じ
授
業
で
も
毎

回
全
て
の
メ
ン
バ
ー
が
出
席
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
学
生
の
各
授
業
ク
ラ

ス
へ
の
帰
属
感
は
高
校
ほ
ど
に
は
高
く
な
い
。
ま
た
授
業
は
、
大
人
数
で
教
員

の
話
を
聞
く
講
義
形
式
が
多
い
。
講
義
は
学
生
の
主
体
的
な
学
習
を
常
に
保
証

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
受
身
の
学
習
を
導
き
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
学
生

に
、
正
確
に
聞
く
力
や
ノ
ー
ト
取
り
の
力
な
ど
の
基
本
的
な
言
語
能
力
や
学
習

ス
キ
ル
が
備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
が
身

に
つ
い
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
困
難
感
や
無
力
感
を
味
わ
う
こ

と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
授
業
ク
ラ
ス
へ
の
帰
属
感
が
低
く
、
受
動
的
な

学
習
に
慣
れ
た
個
々
の
学
生
が
、
受
講
生
間
で
共
に
か
か
わ
り
合
い
、
積
極
的
、

主
体
的
に
学
べ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
授
業
の
中
で
ど
の
よ
う
な
学
習
環
境
を

教
育
や

　
注
１

作
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
導
入
教
育
の
学
習
環
境
作
り
と
し

て
本
を
紹
介
す
る
帯
単
元
を
設
定
し
て
実
践
し
た
。
本
稿
で
は
こ
の
帯
単
元
の

効
果
を
検
討
し
、
学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
支
え
る
も
の
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
。２

．
研
究
の
背
景
と
目
的

　
近
年
大
学
教
育 

進
展
し
て
お
り
、
多
く
の
大
学
が
導
入
教
育
に
組
織

的
に
取
り
組
み
、
初
年
次
生
が
大
学
生
活
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
配

慮
し
て
い
る
。
溝
上
（
２
０
０
４
ａ
）
に
よ
る
と
、
導
入
教
育
で
は
、
表
現
技

能
や
図
書
館
利
用
方
法
な
ど
の
「
大
学
で
必
要
な
学
習
ス
キ
ル
の
獲
得
」、「
高

校
の
補
習
」、「
学
業
へ
の
動
機
づ
け
」
が
な
さ
れ
て
お
り
、
特
に
「
学
業
へ
の

動
機
づ
け
」
は
「
深
く
学
生
の
自
己
や
人
生
に
関
わ
っ
て
く
る
問
題
」
と
さ
れ

る
。
確
か
に
自
己
探
求
、
例
え
ば
、
自
分
は
何
者
か
、
何
が
し
た
い
の
か
、
何

が
で
き
る
の
か
、
何
に
な
り
た
い
の
か
、
何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か
と
い
っ
た
問

い
と
、
積
極
的
、
主
体
的
に
学
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
は
決
し
て
無
関
係
で
は

改
革
が

　
注
２

　

学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
支
え
る
も
の

―
―
本
を
紹
介
す
る
帯
単
元
の
検
討
―
―

井
　
口
　
あ
ず
さ

―　　―４４



な
い
だ
ろ
う
。

　
初
年
次
や
専
門
の
導
入
教
育
で
は
、
こ
の
動
機
づ
け
を
高
め
る
よ
う
に
指
導

内
容
や
指
導
方
法
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
溝
上
（
２
０
０
４
ｂ
）
は
、

自
己
探
求
に
関
す
る
課
題
を
設
定
し
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し

て
課
題
を
解
決
さ
せ
、
清
水
（
２
０
０
４
）
は
、
演
劇
創
作
の
表
現
活
動
を
通

し
て
学
習
ス
キ
ル
や
ア
イ
デ
ィ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
を
支
援
し
た
。
ま
た
安
永

（
２
０
０
４
）
は
、
理
論
に
も
と
づ
く
話
し
合
い
を
通
し
て
、
言
語
能
力
、
満
足

感
や
学
習
意
欲
、
対
人
関
係
ス
キ
ル
や
仲
間
意
識
な
ど
が
向
上
す
る
こ
と
を
示

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
広
く
導
入
教
育
に
お
い
て
は
、（
ａ
）
学
習
と
自
己
、
大

学
生
活
、
社
会
や
人
生
と
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
、（
ｂ
）
表
現
活
動
や
相
互
交

流
な
ど
の
他
者
と
の
か
か
わ
り
を
設
定
し
、
そ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
（
ｃ
）

言
語
能
力
を
含
む
学
習
ス
キ
ル
や
、（
ｄ
）
積
極
的
、
主
体
的
な
学
習
態
度
を
育

む
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
受
講
生
間
で
共
に
学
び
合
い
、

活
動
に
積
極
的
、
主
体
的
に
取
り
組
み
や
す
く
す
る
に
は
、
右
記
（
ｂ
）
に
関

す
る
、
他
者
と
か
か
わ
り
や
す
い
学
習
環
境
作
り
が
特
に
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
の
際
に
は
、（
ａ
）
に
関
す
る
学
習
を
通
し
た
自
己
探
求
や
、（
ｃ
）
に
関
す

る
基
本
的
な
言
語
能
力
の
育
成
も
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
本
研
究
で
は
、
学
習
環
境
作
り
の
方
法
と
し
て
読
み
聞
か
せ
に
注
目
し
た
。

一
般
に
読
み
聞
か
せ
は
大
人
が
子
ど
も
に
向
け
て
行
う
。
大
学
の
専
門
課
程
の

授
業
で
は
、
保
育
者
養
成
や
図
書
館
司
書
養
成
の
目
的
で
指
導
さ
れ
る
。
笹
倉

（
１
９
９
９
）
は
読
み
聞
か
せ
の
効
果
と
し
て
、
読
書
へ
の
興
味
づ
け
、
集
中
力

の
育
成
、
大
人
の
影
響
、
文
化
的
遺
産
の
継
承
な
ど
を
挙
げ
た
。
さ
ら
に
読
み

聞
か
せ
を
す
る
教
師
に
は
、
生
徒
と
の
信
頼
関
係
作
り
、
子
ど
も
文
化
の
理
解
、

子
ど
も
の
理
解
、
心
の
癒
し
、
生
き
方
の
学
習
な
ど
の
点
か
ら
多
く
の
よ
さ
が

あ
る
と
し
た
。
こ
の
読
み
聞
か
せ
を
大
学
の
導
入
教
育
の
授
業
に
学
習
活
動
と

し
て
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
受
講
生
が
互
い
に
か
か
わ
り
や
す
い
雰
囲
気
を
作

る
と
同
時
に
、
集
中
し
て
聞
く
言
語
能
力
や
態
度
を
育
み
、
自
己
を
見
つ
め
生

き
方
を
考
え
る
機
会
作
り
に
も
な
る
と
思
わ
れ
た
。

　
一
方
読
み
聞
か
せ
は
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
朗
読
と
と
も
に
読
書
指
導
に
用
い

ら
れ
て
き
た
。
導
入
教
育
で
は
、
学
習
ス
キ
ル
と
し
て
図
書
館
利
用
や
読
書
に

慣
れ
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
研
究
で
は
、「
好
き
な
本
を
紹

介
す
る
学
習
活
動
」
と
し
て
、
読
み
聞
か
せ
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、
朗
読
の
三
種

を
設
定
し
た
。
こ
れ
は
本
を
介
し
た
間
接
的
な
自
己
紹
介
活
動
と
考
え
ら
れ
、

他
の
受
講
生
と
の
関
係
作
り
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
た
。
受
講
生
は
、
紹
介
す
る

本
を
選
び
な
が
ら
読
書
体
験
を
振
り
返
り
、
自
己
と
向
き
合
う
こ
と
に
も
な
る

だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
こ
の
学
習
活
動
を
、
毎
時
の
指
導
過
程
の
導
入
に
位
置
づ
け
て
帯
単

元
と
し
た
。
受
講
生
が
導
入
時
の
活
動
を
通
し
て
、
授
業
中
に
互
い
に
か
か
わ

り
や
す
く
な
り
、
他
の
活
動
に
も
積
極
的
、
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
。

　
以
上
よ
り
本
研
究
で
は
、
大
学
の
導
入
教
育
に
お
け
る
学
習
環
境
作
り
と
し

て
、
受
講
生
が
互
い
に
好
き
な
本
を
紹
介
す
る
帯
単
元
を
設
定
し
、
実
践
を
通

し
て
そ
の
効
果
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
支
え
る
も

の
を
探
索
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
研
究
の
「
主
体
的
」
と
は
、
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
過
程
と
結
果
を
通
し
て
自
ら
新
し
い
も
の
を
生
み

出
す
行
動
や
態
度
と
す
る
。
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３
．
方
　
　
　
　
　
法

３
．
１
．
授
業
の
概
要

実
施
時
期
・
指
導
内
容
等
　
二
〇
〇
八
年
四
月
～
七
月
に
、
全
十
五
回
の
授
業

を
筆
者
が
実
施
し
た
。
二
年
次
生
を
主
な
対
象
と
し
た
二
単
位
の
選
択
必
修
の

授
業
で
あ
っ
た
。
日
本
文
学
の
専
門
の
導
入
に
位
置
づ
く
も
の
で
、
指
導
内
容

は
日
本
児
童
文
学
概
論
と
し
た
。
他
の
授
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
、
講

義
に
音
読
や
読
み
書
き
、
話
し
合
い
な
ど
の
活
動
を
取
り
入
れ
る
形
式
に
し
た
。

授
業
で
は
近
現
代
の
児
童
文
学
史
を
時
代
背
景
と
と
も
に
概
観
し
な
が
ら
、

様
々
な
議
論
、
著
名
な
雑
誌
や
作
家
、
作
品
を
紹
介
し
た
。
う
ち
三
作
品
は
授

業
内
で
読
書
会
を
実
施
し
た
。
本
指
導
内
容
に
関
す
る
検
討
は
別
稿
に
譲
る
。

目
標
・
評
価
　
目
標
は
Ａ
「
児
童
文
学
作
品
を
味
わ
う
方
法
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
」、
Ｂ
「
授
業
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
通
し
て
自
分
の
読
み
を

広
げ
、
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
で
あ
っ
た
。
期
末
に
特
定
の
児
童
文
学
作
品

に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
と
、
児
童
文
学
作
品
の
読
書
記
録
（
十
冊
以
上
）
の
提
出

を
求
め
た
。
毎
時
の
学
習
活
動
状
況
や
期
末
課
題
の
結
果
を
含
め
て
総
合
的
に

評
価
し
た
。
受
講
生
　
二
～
四
年
次
生
十
八
名
（
男
子
十
三
名
、
女
子
五
名
）。

児
童
文
学
に
興
味
を
持
っ
て
受
講
し
た
学
生
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
開
講
時
、
学

習
意
欲
や
学
習
態
度
に
は
幅
が
見
ら
れ
た
。
受
講
生
同
士
は
三
名
の
グ
ル
ー
プ

を
除
い
て
特
別
親
し
い
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
大
学
の
授
業
中
に
前
に

出
て
発
表
す
る
の
は
全
員
が
初
め
て
で
あ
り
、
読
み
聞
か
せ
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、

朗
読
の
経
験
も
同
様
で
あ
っ
た
。

３
．
２
．
帯
単
元
の
概
要

（
１
）　
実
施
方
法

　
第
四
～
十
三
回
の
授
業
開
始
時
に
、
児
童
文
学
作
品
か
絵
本
の
中
か
ら
好
き

な
本
を
紹
介
さ
せ
た
。
発
表
は
基
本
的
に
一
名
で
行
う
が
、
複
数
名
で
組
ん
で

も
よ
い
と
し
た
。
毎
回
一
～
二
名
（
組
）、
一
名
（
組
）
に
つ
き
三
～
五
分
程
度

で
計
画
し
た
。
発
表
方
法
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、
朗
読

の
い
ず
れ
か
と
し
、
他
の
受
講
生
に
本
を
見
せ
な
が
ら
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
読
み
聞
か
せ
の
対
象
を
絵
本
と
し
た
の
は
、
大
学
図
書
館
に
豊
富
に
あ
り
受

講
生
が
す
ぐ
手
に
取
っ
て
選
び
や
す
い
こ
と
、
読
書
に
慣
れ
な
い
受
講
生
も
取

り
組
み
や
す
い
こ
と
、
聞
き
手
が
絵
に
目
を
向
け
集
中
し
て
聞
き
や
す
い
こ
と

に
そ
れ
ぞ
れ
注
目
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
対
象
は
、
発
表

時
間
を
考
慮
し
て
一
冊
と
し
た
。

（
２
）　
指
導
の
概
要

他
者
と
の
か
か
わ
り
　
①
発
表
者
に
、
事
前
の
家
庭
学
習
と
し
て
「
ど
の
よ
う

な
内
容
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
い
で
す
か
」「
そ
の
た
め
に
発
表
で
は
ど
の
よ

う
な
工
夫
を
し
ま
す
か
」
の
質
問
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
記
述
さ
せ
、
伝
え
る
内

容
と
方
法
、
聞
き
手
を
意
識
さ
せ
た
。
②
発
表
直
後
に
は
、
そ
の
本
を
選
ん
だ

理
由
を
口
頭
で
説
明
さ
せ
、
発
表
の
振
り
返
り
を
記
述
さ
せ
た
。
③
聞
き
手
に

は
、
自
分
の
聞
き
方
と
発
表
者
の
発
表
の
仕
方
に
つ
い
て
振
り
返
ら
せ
、
聞
い

た
感
想
を
記
述
さ
せ
た
。
④
授
業
者
は
発
表
後
に
よ
い
点
を
口
頭
で
コ
メ
ン
ト

し
、
そ
の
点
を
生
か
す
方
法
を
紹
介
し
た
。
⑤
授
業
後
に
は
発
表
者
に
声
か
け

を
し
、
他
の
受
講
生
の
感
想
を
紹
介
し
た
。
児
童
文
学
や
絵
本
へ
の
興
味
づ
け
 

①
第
一
～
三
回
目
の
授
業
の
始
め
に
、
授
業
者
が
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
ブ
ッ

ク
ト
ー
ク
、
朗
読
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
を
実
際
に
し
て
見
せ
、
作
品
の
選
び
方
や
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発
表
準
備
の
例
を
具
体
的
に
説
明
し
た
。
②
本
の
選
択
に
当
た
っ
て
は
図
書
館

利
用
を
促
し
た
。
具
体
的
に
は
、
国
語
の
教
科
書
教
材
を
思
い
出
さ
せ
た
り
、

著
名
な
児
童
文
学
者
や
絵
本
作
家
、
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
実
際
に
絵
本
や
書

籍
を
持
参
し
て
見
せ
た
り
し
、
図
書
館
に
足
を
運
び
や
す
い
よ
う
に
し
た
。
③

児
童
文
学
や
絵
本
に
関
す
る
新
聞
記
事
を
随
時
配
布
し
て
、
受
講
生
が
日
常
的

に
関
心
や
問
題
意
識
を
持
て
る
よ
う
に
し
た
。
④
授
業
外
で
発
表
準
備
の
相
談
を

受
け
る
際
に
は
、
受
講
生
が
読
書
体
験
を
詳
し
く
思
い
出
せ
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

４
．
結
果
と
考
察

４
．
１
．
帯
単
元
の
効
果

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
選
ん
だ
の
は
二
組
と
八
名
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
は
一
名
、

朗
読
は
一
組
と
一
名
で
あ
っ
た
。
ま
ず
授
業
者
の
観
察
結
果
と
受
講
生
の
反
応

を
整
理
し
、
帯
単
元
の
効
果
を
検
討
す
る
。

（
１
）　
受
講
生
の
聞
く
態
度
の
変
化
…
授
業
者
の
観
察
よ
り

　
帯
単
元
の
発
表
の
回
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
集
中
か
つ
継
続

し
て
聞
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
帯
単
元
開
始
時
は
、
話
の
筋
を
追
え
な
い
受
講

生
や
、
発
表
時
間
が
長
く
な
っ
た
り
発
表
態
度
が
恥
ず
か
し
そ
う
で
あ
っ
た
り

す
る
と
聞
く
の
を
止
め
る
受
講
生
が
見
受
け
ら
れ
た
が
、
次
第
に
集
中
し
て
、

根
気
強
く
最
後
ま
で
発
表
者
を
見
て
傾
聴
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
帯
単
元
終
了
後
、
第
十
四
、
十
五
回
の
授
業
で
授
業
者
が
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
し
た
際
は
、
単
元
開
始
前
と
大
き
く
変
わ
り
、
非
常
に
積
極
的
、
主
体
的

に
耳
を
傾
け
た
。
全
員
が
絵
に
食
い
入
る
よ
う
に
集
中
し
、
ペ
ー
ジ
を
繰
る
と

素
直
な
反
応
を
表
情
や
態
度
に
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
第
十
四
回
の
授
業

で
は
、
英
語
で
書
か
れ
た
絵
本
を
試
み
に
訳
し
て
読
み
聞
か
せ
た
が
、
そ
の
直

後
に
受
講
生
が
自
分
か
ら
質
問
し
た
り
、
英
単
語
を
電
子
辞
書
で
調
べ
始
め
た

り
し
た
。
授
業
後
に
は
、
別
の
受
講
生
か
ら
「（
自
分
も
）
絵
本
を
訳
し
て
み
た

い
」
と
の
思
い
や
、
授
業
者
の
訳
し
方
に
つ
い
て
質
問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

（
２
）　
受
講
生
の
授
業
後
の
振
り
返
り
と
帯
単
元
と
の
関
係
…
受
講
生
の
反
応

よ
り
（
本
文
中
の
〔
　
〕
は
表
１
の
数
字
を
表
す
）

　
第
十
五
回
の
授
業
終
了
時
に
、
出
席
者
十
三
名
を
対
象
と
し
て
、
授
業
目
標

が
達
成
で
き
た
か
四
段
階
で
回
答
さ
せ
文
章
で
説
明
さ
せ
た
。
ま
た
「
児
童
文

学
を
扱
っ
た
授
業
」
の
感
想
を
記
述
さ
せ
た
。
目
標
Ａ
は
十
三
名
が
、
目
標
Ｂ

は
十
二
名
が
肯
定
的
に
回
答
し
た
。
表
１
に
特
徴
的
な
説
明
を
示
す
。
な
お
受

講
生
の
一
部
は
児
童
文
学
と
絵
本
を
区
別
し
な
か
っ
た
。
以
下
、
表
１
の
、
聞

く
こ
と
に
関
す
る
記
述
に
注
目
し
、
帯
単
元
と
授
業
と
が
ど
の
よ
う
に
関
係
づ

け
ら
れ
て
い
る
か
検
討
す
る
。

　
ま
ず
、
表
１
の
（
１
）（
６
）（
　
）
は
、
授
業
目
標
に
対
し
て
、
帯
単
元
の

１３

活
動
を
記
し
て
お
り
（
傍
線
部
参
照
）、
授
業
目
標
の
達
成
が
、
帯
単
元
の
積
極

的
な
取
り
組
み
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。（
８
ｂ
）
は
、
直
接

帯
単
元
に
触
れ
な
か
っ
た
が
、
授
業
の
感
想
を
「
最
初
は
正
直
、
本
を
読
む
の

も
聞
く
の
も
め
ん
ど
く
さ
か
っ
た
が
、
授
業
が
進
む
に
つ
れ
て
、
な
れ
て
き
た

の
か
、
そ
ん
な
に
悪
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
少
し
は
成
長
し
た
か
も
。」
と
述

べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
目
標
Ｂ
の
記
述
は
帯
単
元
で
得
た
体
験
を
含
ん
で
い
る

と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
表
１
に
は
聞
く
こ
と
の
重
要
性
〔（
１
）〕
や
、
積
極
的

に
聞
き
発
見
を
得
る
こ
と
の
重
要
性
〔（
６
）（
８
ｂ
）〕、
子
ど
も
の
頃
と
比
べ

て
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
自
分
自
身
へ
の
気
づ
き
を
得
た
こ
と
〔（
　
）〕
が
説

１３

明
さ
れ
て
い
る
。
受
講
生
は
、
積
極
的
に
聞
く
こ
と
を
通
し
て
、
新
し
く
「
伝

―　　―４７



え
る
力
」「
発
見
」「
自
分
の
考
え
が
広
が
る
」「
期
待
感
を
持
つ
自
分
」
が
生
ま

れ
た
こ
と
を
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
表
１
に
は
帯
単
元
の
事
前
準

備
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
、
新
し
い
「
た
く
わ
え
」「
気
づ
き
」
を
生
み
出
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
〔（
６
）（
　
）〕。
特
に
（
　
）
は
準
備
を
通
し
て
聞

１３

１３

き
手
と
の
か
か
わ
り
を
強
く
意
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
よ
り
、
受
講
生
は
帯
単
元
で
積
極
的
、
主
体
的
に
聞
き
合
う
と
と
も
に
、

授
業
で
は
内
容
の
理
解
を
深
め
、
読
書
会
で
も
同
様
に
積
極
的
、
主
体
的
に
作

品
解
釈
を
深
め
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
帯
単
元
は
、
受
講
生
間
で

共
に
学
び
合
い
、
活
動
に
積
極
的
、
主
体
的
に
取
り
組
め
る
学
習
環
境
を
導
い

た
と
考
え
ら
れ
、
効
果
が
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
本
帯
単
元
の
方
法
、
特
に
媒
体
と
し
て
用
い
た
児
童
文
学
や
絵
本
は
、
授
業

全
体
の
指
導
内
容
で
も
あ
る
。
ま
た
受
講
生
が
選
ん
だ
本
は
、
後
述
す
る
が
、

子
ど
も
の
頃
の
体
験
や
温
か
い
情
愛
を
想
起
し
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
受
講
生
間
で
受
容
的
な
か
か
わ
り
や
す
い
雰
囲
気
が
生
ま
れ
、
授
業
全

体
に
帯
単
元
の
影
響
が
よ
り
現
れ
や
す
く
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
で
は
、
導
入
教
育
に
お
い
て
、
本
実
践
と
異
な
る
指
導
内
容
や
媒
体
で
も
同

様
の
効
果
を
得
る
に
は
、
何
を
指
針
と
し
て
学
習
環
境
作
り
に
取
り
組
め
ば
い

い
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
支
え
る
も
の
を
探
索
す
る
。

４
．
２
．
学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
支
え
る
も
の

　
受
講
生
は
帯
単
元
に
ど
の
よ
う
に
積
極
的
、
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ
の
か
、

他
者
と
の
か
か
わ
り
に
注
目
し
て
受
講
生
の
反
応
を
場
面
ご
と
に
整
理
す
る
。

場
面
は
活
動
の
時
間
に
沿
っ
て
、
本
の
選
択
、
発
表
の
事
前
準
備
、
聞
き
手
の

反
応
の
三
種
と
す
る
。

（
１
）　 
発
表
者
の
事
前
の
準
備
状
況
と
聞
き
手
の
反
応
（
本
文
中
の
〔
　
〕
は

表
２
の
数
字
を
表
す
）

　
表
２
は
、
発
表
者
が
発
表
後
に
提
出
し
た
事
前
準
備
の
状
況
、
本
の
選
択
理

由
、
聞
き
手
四
名
の
感
想
で
あ
る
。
表
２
の
数
字
は
発
表
の
順
番
と
発
表
者
を

表
す
。
表
１
の
同
じ
数
字
と
同
一
人
物
で
も
あ
る
。

発
表
者
の
本
の
選
択

　
発
表
者
が
選
ん
だ
本
は
、
わ
く
わ
く
す
る
楽
し
さ
や
家
族
の
温
か
い
情
愛
、

落
ち
着
い
た
優
し
い
雰
囲
気
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
を
選
ぶ
場
は
図
書

館
だ
け
で
な
く
、
書
店
〔（
　
）〕
や
家
庭
〔（
４
）（
５
）（
７
）〕
な
ど
に
広

１３

が
っ
た
。
本
を
き
っ
か
け
に
、
親
か
ら
子
育
て
の
話
を
初
め
て
聞
い
た
者
も
い

た
よ
う
で
あ
る
。
発
表
者
は
、
聞
き
手
の
聞
き
や
す
さ
や
絵
の
見
や
す
さ

〔（
６
）〕、
共
に
楽
し
め
共
有
で
き
そ
う
な
内
容
〔（
１
）（
３
）（
　
）〕
に
配
慮

１０

し
つ
つ
、
家
族
の
思
い
出
や
読
書
体
験
、
現
在
の
「
好
き
」
と
い
う
気
持
ち

〔（
２
）（
３
）（
６
）（
８
）（
　
）（
　
）〕、
自
分
の
願
い
〔（
１
）（
９
）〕
に
向

１１

１３

き
合
っ
て
一
冊
を
選
ん
だ
。（
３
）
は
、
授
業
の
感
想
を
「
今
ま
で
児
童
文
学
に

興
味
な
ん
て
な
か
っ
た
」「
児
童
文
学
は
子
ど
も
向
け
で
、
そ
ん
な
に
お
も
し
ろ

く
な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、
大
人
が
読
ん
で
も

十
分
楽
し
め
て
深
い
話
も
あ
っ
た
。
自
分
の
知
ら
な
い
世
界
を
知
っ
た
よ
う
な

気
が
し
た
。」
と
記
述
し
た
。（
３
）
は
、
授
業
を
き
っ
か
け
に
児
童
文
学
に
興

味
を
持
ち
、
発
表
す
る
本
選
び
を
通
し
て
「
世
界
を
知
っ
た
」
新
し
い
現
在
の

自
分
に
向
き
合
い
、
好
き
な
作
品
を
探
し
当
て
た
。
ま
た
（
１
）（
　
）
の
よ
う

１３

に
、
現
在
を
将
来
と
関
係
づ
け
、
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
場
合
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
発
表
者
は
本
を
選
ぶ
と
き
、
聞
き
手
や
家
族
の
思
い
を
想
像
し
、

視
野
を
広
げ
て
共
有
で
き
そ
う
な
も
の
に
注
目
し
た
。
ま
た
現
在
の
自
分
に
向

―　　―４８



き
合
い
、
過
去
や
将
来
と
新
し
く
関
係
づ
け
た
り
し
な
が
ら
、
伝
え
た
い
も
の

や
、
聞
き
手
や
家
族
と
共
有
す
る
も
の
の
ね
う
ち
に
気
づ
い
た
と
思
わ
れ
る
。

発
表
者
の
事
前
準
備

　
発
表
者
は
事
前
準
備
で
、
選
ん
だ
作
品
の
特
徴
や
魅
力
を
自
分
な
り
に
解
釈

し
、
伝
え
た
い
内
容
と
方
法
を
整
理
し
た
。
改
め
て
読
み
返
す
こ
と
で
思
い
出

や
体
験
を
新
し
く
意
味
づ
け
た
り
、
現
在
の
自
分
を
よ
り
深
く
見
つ
め
た
り
し

た
と
思
わ
れ
る
。（
１
）（
６
）（
　
）（
　
）
は
（
表
２
傍
線
部
参
照
）、
伝
え
る

１２

１３

こ
と
だ
け
で
な
く
、
聞
き
手
に
「
～
し
て
（
感
じ
て
）
も
ら
え
る
よ
う
に
」
と

特
定
の
反
応
を
期
待
し
た
。
彼
ら
は
、
伝
え
た
い
こ
と
が
こ
の
よ
う
に
伝
わ
る

だ
ろ
う
と
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
と
も
、
聞
き
手
と
の
受
容
的
、
共
感
的
な
か
か

わ
り
合
い
を
自
然
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
発
表
者
は
事
前
準
備
を
す
る
と
き
、
伝
え
る
内
容
や
方
法
、
聞

き
手
の
反
応
を
意
識
し
な
が
ら
自
分
に
向
き
合
い
、
作
品
を
介
し
て
互
い
に
か

か
わ
り
合
う
構
え
を
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

聞
き
手
の
反
応

　
聞
き
手
の
反
応
は
、
率
直
で
あ
る
が
概
ね
受
容
的
、
共
感
的
で
、
発
表
者
の

よ
い
点
を
新
し
く
見
つ
け
る
こ
と
が
多
く
、
次
の
①
～
④
に
関
す
る
記
述
が
ど

の
発
表
に
対
し
て
も
見
ら
れ
た
。
①
②
は
作
品
、
③
④
は
発
表
者
に
関
す
る
こ

と
で
あ
る
。
①
作
品
の
内
容
に
引
き
込
ま
れ
て
理
解
を
深
め
た
り
新
し
い
感
想

を
持
っ
た
り
し
た
。（
２
）
の
聞
き
手
（
表
２
傍
線
部
参
照
）
の
よ
う
に
、
自
分

の
体
験
と
関
係
づ
け
て
聞
い
た
例
も
見
ら
れ
た
。
②
作
品
の
魅
力
や
特
徴
を
自

分
な
り
に
観
察
し
汲
み
取
っ
た
。
③
発
表
者
の
声
の
大
き
さ
や
語
り
方
等
の
発

表
方
法
を
評
価
し
、
具
体
的
な
改
善
方
法
を
示
し
た
。
④
発
表
者
の
作
品
に
込

め
た
思
い
や
、
声
の
質
や
雰
囲
気
な
ど
の
発
表
者
の
個
性
を
、
作
品
に
即
し
て

積
極
的
に
汲
み
取
っ
た
。（
８
）
の
聞
き
手
（
表
２
傍
線
部
参
照
）
の
よ
う
に
、

発
表
が
上
手
に
で
き
な
く
て
も
自
分
な
り
の
評
価
や
期
待
を
強
く
示
す
場
合
も

あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
聞
き
手
は
、
作
品
や
発
表
者
か
ら
多
く
の
新
し
い
こ
と
を
積
極

的
に
汲
み
取
る
と
と
も
に
、
作
品
を
介
し
て
発
表
者
と
深
く
か
か
わ
ろ
う
と
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）　
学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
支
え
る
も
の

　
以
上
の
よ
う
に
受
講
生
の
積
極
的
、
主
体
的
な
活
動
の
様
子
を
、
他
者
と
の

か
か
わ
り
に
注
目
し
、
活
動
の
時
間
に
沿
っ
て
三
種
の
場
面
ご
と
に
整
理
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
支
え
る
も
の
を
探
索
的
に
ま
と
め
る
。

　
発
表
者
は
好
き
な
本
を
選
ぶ
際
に
、
多
く
の
人
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
視

野
を
広
げ
、
自
分
と
作
品
に
向
か
い
合
い
、
過
去
と
関
係
づ
け
な
が
ら
伝
え
た

い
も
の
や
そ
の
ね
う
ち
を
把
握
し
て
い
た
。
中
に
は
現
在
と
将
来
を
関
係
づ
け
、

自
身
を
よ
り
広
い
視
野
に
位
置
づ
け
て
将
来
の
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
く
者
も

い
た
。
ま
た
伝
え
た
い
こ
と
が
聞
き
手
に
伝
わ
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
場
合

も
あ
っ
た
。
実
際
に
聞
き
手
は
受
容
的
、
共
感
的
に
聞
き
、
新
し
い
も
の
を
生

み
出
し
な
が
ら
理
解
を
深
め
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
導
入
教
育
段
階
で
は
、
積
極
的
、
主
体
的
な
活
動
を
支
え
る

の
は
、「
他
者
と
か
か
わ
り
合
い
な
が
ら
視
野
を
広
げ
て
自
分
と
学
習
対
象
に
向

か
い
合
い
、
過
去
と
関
係
づ
け
な
が
ら
、
自
身
が
伝
え
る
に
足
る
ね
う
ち
あ
る

も
の
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
伝
え
ら
れ
そ
う
だ
と
い
う
期
待

を
持
つ
こ
と
」
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
一
連
の
過
程
を
、
本
研
究
で
は
「
自
身

が
ね
う
ち
あ
る
表
現
主
体
で
あ
る
と
自
覚
す
る
こ
と
」
と
ま
と
め
、
導
入
教
育

に
お
け
る
学
習
環
境
作
り
の
仮
説
的
指
針
と
す
る
。
こ
の
自
覚
を
持
つ
表
現
者

―　　―４９



は
、
積
極
的
、
主
体
的
に
他
者
と
よ
り
深
く
か
か
わ
っ
て
、
新
し
い
も
の
を
生

み
出
し
な
が
ら
理
解
を
深
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

５
．
お
　
わ
　
り
　
に

　
本
研
究
は
、
大
学
の
導
入
教
育
に
お
い
て
、
受
講
生
間
で
共
に
学
び
合
い
、

活
動
に
積
極
的
、
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
学
習
環
境
作
り
と
し
て
、
本

を
紹
介
す
る
帯
単
元
の
効
果
を
示
し
た
。
さ
ら
に
受
講
生
の
積
極
的
、
主
体
的

な
取
り
組
み
の
様
子
か
ら
、
大
学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
支
え
る
も
の
を
探
索

し
、
仮
説
を
導
い
た
。
今
後
は
、
仮
説
を
も
と
に
具
体
的
な
学
習
活
動
を
設
定

し
、
実
践
を
通
し
て
仮
説
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
導
入
教
育
だ
け
で

な
く
専
門
課
程
、
特
に
教
員
養
成
の
授
業
で
は
ど
う
か
、
発
展
的
に
検
討
す
る

こ
と
も
重
要
だ
ろ
う
。

注
１
　
濱
名
（
２
０
０
４
）
は
、「
日
本
で
は
、
一
九
九
七
年
頃
か
ら
初
年
次
教

育
と
い
う
考
え
方
が
入
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
と
は
別
に
専
門
教
育
に
対
す

る
『
導
入
教
育
』
と
い
う
考
え
方
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
。」
と
述
べ
、「
初

年
次
教
育
」
と
「
導
入
教
育
」
の
概
念
整
理
が
十
分
行
わ
れ
な
い
ま
ま
併

存
し
て
い
る
と
し
た
。
本
稿
で
は
、「
導
入
教
育
」
は
、
初
年
次
の
大
学
へ

の
導
入
の
意
と
、
専
門
教
育
へ
の
導
入
の
意
の
双
方
を
含
む
も
の
と
し
、

後
者
は
初
年
次
に
限
定
し
な
い
。

注
２
　
溝
上
（
２
０
０
４
ａ
）
は
、
大
学
教
育
改
革
は
「
教
育
シ
ス
テ
ム
の
開

発
」
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
の
具
体
的
取
り
組
み
を
三
種
に
整

理
し
た
。
す
な
わ
ち
、
新
学
部
・
学
科
の
設
置
や
大
学
院
の
整
備
な
ど
組

織
に
関
す
る
も
の
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
整
備
な
ど
授
業
環
境
の
充
実
に
関

す
る
も
の
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
な
ど
授
業
・
教
育
内
容
の
改
善
・
発

展
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

引
用
文
献

笹
倉
剛
（
１
９
９
９
）『
感
性
を
磨
く
「
読
み
聞
か
せ
」』
北
大
路
書
房

清
水
豊
子
（
２
０
０
４
）「
自
己
表
現
と
イ
ン
タ
ー
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
た
大
学

生
の
学
び
」
溝
上
慎
一
編
『
学
生
の
学
び
を
支
援
す
る
大
学
教
育
』
東
信
堂
、

　－

　
．

１５６

１８３

濱
名
篤
（
２
０
０
４
）「
初
年
次
教
育
と
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
」
大
学
教
育
学
会

　
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
あ
た
ら
し
い
教
養
教
育
を
め
ざ
し
て
』
東
信
堂
、

２５　－

　
．

２１７

２２２

溝
上
慎
一
（
２
０
０
４
ａ
）「
近
年
の
大
学
教
育
改
革
に
お
け
る
学
び
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
位
置
づ
け
」
溝
上
慎
一
編
『
学
生
の
学
び
を
支
援
す
る
大
学
教

育
』
東
信
堂
、　－

　
．

２０

３３

溝
上
慎
一
（
２
０
０
４
ｂ
）「
学
び
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
大
学
生
活
編
）
の
実

施
と
展
開
」
溝
上
慎
一
編
『
学
生
の
学
び
を
支
援
す
る
大
学
教
育
』
東
信
堂
、

　－

　
．

３６

７８

安
永
悟
（
２
０
０
４
）「
対
話
に
よ
る
学
習
モ
デ
ル
」
杉
江
修
治
・
関
田
一
彦
・

安
永
悟
・
三
宅
な
ほ
み
編
著
『
大
学
授
業
を
活
性
化
す
る
方
法
』
玉
川
大
学

出
版
部
、　－

　
．

１０７

１４４

（
比
治
山
大
学
）

―　　―５０
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（
表
１
）

発
表
者

（
１
）

（
６
）

（
８
ｂ
）

（
　
）
１３

目
標
Ａ
「
児
童
文
学
を
味
わ
う
方
法
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
や
「
泣
い
た
赤
鬼
」
な
ど
、
作
品
の
内
容
に
つ
い
て
み
ん

な
で
考
え
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
感
想
を
他
の
人
に
聞

い
て
も
ら
っ
た
り
、
逆
に
、
人
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
、供
伝
え
る
僑
力
が

つ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
発
表
を
す
る
こ
と
で
、
十
人
十
色
の
味
わ
い
が
発
見

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
読
む
人
に
よ
っ
て
も
、
作
品
は
変
わ
っ

て
い
く
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

作
者
に
は
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
理

解
に
つ
な
が
る
と
思
っ
た
。

絵
本
を
「
め
く
る
」
と
い
う
行
為
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
次
の
ペ
ー
ジ

へ
の
期
待
感
と
い
う
の
は
、
大
人
に
な
っ
た
今
で
も
変
わ
ら
ず
に
あ
り
ま
し

た
。
子
ど
も
の
視
点
と
大
人
の
視
点
。
ど
ち
ら
の
視
点
で
も
楽
し
む
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

目
標
Ｂ
「
授
業
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
の
読
み
を
広

げ
、
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
」

読
み
聞
か
せ
に
よ
っ
て
自
分
の
選
ん
だ
本
に
つ
い
て
感
想
を
も
ら
っ
た
り
、

ま
た
、
作
品
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
で
、
同
じ
作
品
で
も
色
々
な
読
み
方
、

感
じ
方
が
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

実
際
に
読
み
聞
か
せ
を
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
楽
し
み
が
あ
る
か
、
ど

の
よ
う
な
難
し
さ
が
あ
る
の
か
を
体
験
で
き
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
で
す
。
準

備
を
す
る
際
に
も
、
色
々
な
本
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
の
で
、
自
分
の
中
の

た
く
わ
え
が
増
え
ま
し
た
。

人
の
話
、
意
見
を
聞
く
こ
と
が
す
ご
く
大
切
だ
と
思
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

自
分
の
考
え
も
広
が
っ
て
い
く
。

ど
の
よ
う
に
読
ん
で
あ
げ
た
ら
、
相
手
は
興
味
を
持
つ
の
か
。
ど
こ
が
一
番

伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
か
を
事
前
に
確
認
し
て
お
く
と
、
相
手
に
も
伝

わ
り
や
す
い
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

（
表
２
）

発
表
者

（
１
）

発
表
に
用
い
た
本
（《
　
》
内
は
発
表
の
形
態
）

事
前
準
備
「
ど
の
よ
う
な
内
容
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
い
で
す
か
」

（【
　
】
内
は
そ
の
本
を
選
ん
だ
理
由
）

『
ラ
ヴ
･
ユ
ー
･
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
』
ロ
バ
ー
ト
･
マ
ン
チ

《
読
み
聞
か
せ
》

発
表
を
聞
い
た
他
の
受
講
生
の
感
想

・
親
子
愛
に
つ
い
て
の
優
し
い
印
象
の
本
で
心
地
よ
か
っ
た
で
す
。
・
お

母
さ
ん
大
好
き
な
の
で
、
泣
き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
良
い
絵
本
を
読
ん
で



―　　―５２

（
２
）

（
３
）

「
少
し
大
人
の
児
童
文
学
」
が
今
回
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。
私
た
ち
は
今

「
子
ど
も
」
の
立
場
か
ら
「
大
人
」
･
「
親
」
の
立
場
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
の
絵
本
に
描
か
れ
て
い
る
、
子
育
て
を
す
る
中
で
の
母
親
の
大

変
さ
や
苦
悩
、
そ
し
て
「
無
償
の
愛
」
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
自
分
を
育
て

て
く
れ
た
親
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
命
の
つ
な
が
り
や
、
将
来

の
「
親
」
と
し
て
の
自
分
を
、
聞
き
手
に
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

【
母
の
日
が
近
い
】

『
つ
め
た
い
よ
る
に
』
か
ら
「
デ
ュ
ー
ク
」
江
國
香
織

《
朗
読
》

大
切
な
犬
、
デ
ュ
ー
ク
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
女
性
の
前
に
現
れ
る
少
年
と
の

一
日
の
出
来
事
、
二
人
の
出
会
い
と
別
れ
、
そ
の
裏
に
あ
る
真
実
を
上
手
く

表
現
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。【
高
校
生
の
と
き
国
語
の
教
科
書
で
読

ん
で
印
象
に
残
っ
た
】

『
大
ど
ろ
ぼ
う
ホ
ッ
シ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ツ
』　
オ
ト
フ
リ
ー
ト
・
プ
ロ
イ
ス
ラ
ー

《
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
》

大
泥
棒
ホ
ッ
シ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ツ
が
、
カ
ス
ペ
ー
ル
の
お
ば
あ
さ
ん
の
大
切
な

コ
ー
ヒ
ー
ひ
き
を
奪
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
取
り
戻
す
た
め
に
カ
ス
ペ
ー
ル

と
ゼ
ッ
ペ
ル
が
大
泥
棒
を
追
っ
て
大
活
躍
す
る
お
話
で
す
。
私
は
こ
の
本
の

ユ
ニ
ー
ク
さ
、
そ
し
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
引
き
込
ま
れ
る
ほ
ど
の
展
開
の
お

も
し
ろ
さ
を
伝
え
た
い
で
す
。【
大
好
き
な
本
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
。】

く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
の
が
難
し
そ
う

だ
っ
た
の
で
、
少
し
練
習
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
・
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
い

い
具
合
に
発
音
や
間
を
空
け
て
い
た
か
ら
上
手
い
と
思
っ
た
。
・
読
む
ス

ピ
ー
ド
も
気
持
ち
も
込
め
ら
れ
て
い
て
と
て
も
聞
き
や
す
か
っ
た
で
す
。
親

子
愛
が
よ
く
伝
わ
る
良
い
お
話
だ
と
思
い
ま
し
た
。
選
ん
だ
理
由
も
素
敵
で

す・
な
ん
だ
か
悲
し
い
感
じ
の
話
し
で
、
せ
つ
な
く
も
な
っ
た
。
話
の
最
初

か
ら
「
デ
ュ
ー
ク
が
死
ん
だ
」
で
は
じ
ま
る
所
が
こ
の
話
し
に
ひ
き
つ
け
ら

れ
る
感
じ
に
な
っ
た
。
あ
と
、
声
の
ト
ー
ン
も
よ
か
っ
た
し
、
落
ち
着
い
て

読
め
て
い
た
と
思
う
。
・
続
き
が
と
っ
て
も
気
に
な
っ
た
。
・
区
切
り
が
上

手
く
つ
い
て
い
た
と
思
い
ま
し
た
。
江
國
香
織
は
大
好
き
な
作
家
さ
ん
な
の

で
、
読
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
本
だ
け
ど
、
朗
読
だ
と
少
し
違
う
印
象
が
も
て

た
の
で
、
ま
た
読
ん
で
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
・
読
む
ス
ピ
ー
ド
と
柔
ら
か

い
感
じ
の
声
が
、
優
し
く
、
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
で
い
く
内
容
に
合
っ
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
。

・
発
表
す
る
内
容
を
き
れ
い
に
ま
と
め
て
い
る
の
が
よ
か
っ
た
で
す
。
本

の
内
容
と
登
場
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
魅
力
が
す
ご
く
伝
わ
り
ま
し
た
。
・
買
っ

て
読
ん
で
み
た
く
な
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
・
早
口
で
聞
き
取
り
づ
ら
い

所
が
あ
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。
紹
介
し
た
い
こ
と
を
ま
と
め
て
あ
っ
た
の

で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
読
ん
で
み
た
い
な
、
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
内

容
で
興
味
が
わ
き
ま
し
た
。
紹
介
す
る
前
か
ら
こ
の
本
が
好
き
な
ん
だ
と
い

う
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
聞
い
て
い
る
方
も
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
・
準

備
が
よ
く
で
き
て
い
て
、
授
業
に
対
す
る
意
欲
も
感
じ
ら
れ
た
と
思
う
。
子

供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
作
品
を
選
ぶ
と
こ
ろ
が
大
人
だ
な
あ
と
感
じ
た
。

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
は
じ
め
て
聞
い
て
、
今
度
自
分
達
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る

本
の
参
考
に
し
た
い
と
思
っ
た
。



―　　―５３

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

『
ぶ
た
ぶ
た
く
ん
の
お
か
い
も
の
』
土
方
久
功

《
二
名
で
読
み
聞
か
せ
》

・
ぶ
た
ぶ
た
く
ん
の
心
理
状
況
が
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
く
か
を
伝
え
た
い
。
例
え
る
な
ら
、
人
と
一
緒
で
、
母
親
が
子
供

に
初
め
て
の
お
つ
か
い
を
さ
せ
る
の
と
同
じ
。

・
ぶ
た
ぶ
た
く
ん
の
初
め
て
の
お
つ
か
い
、
そ
の
過
程
で
の
心
の
葛
藤
。【
母

親
が
そ
の
母
親
（
発
表
者
の
祖
母
）
に
読
ん
で
も
ら
っ
た
絵
本
】

『
あ
お
く
ん
と
き
い
ろ
ち
ゃ
ん
』
レ
オ
・
レ
オ
ー
ニ

《
読
み
聞
か
せ
》

レ
オ
・
レ
オ
ー
ニ
の
作
品
の
お
も
し
ろ
さ
、
作
品
内
の
色
彩
、
単
純
な
絵
で

相
手
に
内
容
を
想
像
さ
せ
る
。【
母
親
に
薦
め
ら
れ
た
】

『
ま
ど
か
ら
お
く
り
も
の
』
五
味
太
郎

《
読
み
聞
か
せ
》

ほ
の
ぼ
の
し
て
、
次
は
ど
う
な
る
の
か
ワ
ク
ワ
ク
す
る
内
容
な
の
で
、
し
っ

か
り
見
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。【
小
さ
い
頃
か
ら
好

き
な
絵
本
。
字
が
少
な
い
の
で
発
表
向
き
。】

『
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
か
み
な
り
ち
ゃ
ん
』
加
古
里
子

《
二
名
で
読
み
聞
か
せ
》

困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
こ
と
や
、
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
こ
の
絵

本
を
通
じ
て
伝
え
た
い
で
す
。【
家
に
あ
っ
た
】

・
知
ら
な
か
っ
た
し
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
・
役
を
分
担
し
て
読
ん
だ
ら

面
白
か
っ
た
か
も
。
絵
本
の
絵
が
シ
ュ
ー
ル
で
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
・
声

が
大
き
く
て
す
ご
く
き
き
や
す
か
っ
た
。
・
ゆ
っ
く
り
話
す
と
こ
ろ
は
ゆ
っ

く
り
話
し
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
工
夫
が
良
か
っ
た
で
す
。
絵
本
の
動
物
た
ち

が
ぬ
い
ぐ
る
み
み
た
い
で
か
わ
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

・
聞
き
や
す
か
っ
た
で
す
。
絵
も
単
純
で
、
い
ろ
い
ろ
空
想
し
な
が
ら
読

め
る
本
だ
と
思
い
ま
し
た
。
・
声
の
大
き
さ
や
ト
ー
ン
が
良
か
っ
た
と
思
う
。

本
の
選
び
方
と
い
う
か
、
色
が
メ
イ
ン
の
絵
本
っ
て
あ
っ
た
ん
だ
と
驚
き
ま

し
た
。
・
声
が
大
き
く
て
聞
き
取
り
や
す
か
っ
た
。
は
き
は
き
し
て
た
。
・

前
も
っ
て
読
ん
で
お
い
た
ら
も
っ
と
よ
か
っ
た
。
深
い
話
し
だ
っ
た
。
ス

ピ
ー
デ
ィ
で
よ
か
っ
た
。

・
マ
ド
に
穴
が
空
い
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
絵
が
予
想
と
違
っ
た
り

し
て
楽
し
か
っ
た
。
・
絵
が
見
や
す
く
て
、
声
が
頭
に
入
っ
て
き
た
の
が
よ

か
っ
た
。
・
一
ペ
ー
ジ
ご
と
に
周
り
に
見
せ
て
い
た
の
で
見
や
す
か
っ
た
で

す
。
短
い
文
が
少
し
ず
つ
入
っ
て
い
て
、
絵
の
方
に
集
中
で
き
る
と
こ
ろ
が
、

絵
本
と
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
・（
良
か
っ
た
点
）
右
の
人
に
も
左

の
人
に
も
見
せ
る
よ
う
に
、
絵
本
を
左
右
に
振
っ
て
い
た
と
こ
ろ
。（
気
づ

い
た
点
）「
次
の
朝
。」
と
い
う
所
を
読
み
落
と
し
て
い
た
。

・
少
し
声
が
小
さ
か
っ
た
け
ど
、
か
わ
り
ば
ん
こ
に
読
ん
で
い
て
よ
か
っ

た
と
思
う
。
絵
が
こ
ま
か
く
て
か
わ
い
か
っ
た
。「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
だ
い

こ
く
ち
ゃ
ん
」
を
読
ん
だ
事
は
あ
っ
た
け
ど
、
こ
れ
は
は
じ
め
て
だ
っ
た
の

で
楽
し
め
た
。
・
よ
か
っ
た
と
思
う
。
声
が
小
さ
い
か
な
。
・
絵
も
か
わ
い

く
て
、
素
敵
な
本
を
選
ん
で
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
文
字
が
多
い
の
で
聞

き
取
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。
個
性
が
あ
り
そ
う
な

二
人
な
の
で
、
も
っ
と
も
っ
と
面
白
く
な
る
と
思
い
ま
し
た
。
・
元
気
が
な
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（
８
）

（
９
）

（
　
）
１０

『
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
か
い
じ
ゅ
う
で
す
』
末
吉
暁
子

《
三
名
で
朗
読
》

・
話
は
長
く
て
途
中
ま
で
し
か
話
せ
な
い
け
ど
、
お
も
し
ろ
い
所
を
少
し

で
も
伝
え
て
い
き
ま
す
（
８
ａ
）。

・
か
い
じ
ゅ
う
に
手
紙
を
も
ら
っ
た
ヒ
デ
君
の
嬉
し
そ
う
な
様
子
を
伝
え

た
い
（
８
ｂ
）。

・
か
い
じ
ゅ
う
が
子
ど
も
と
料
理
が
好
き
で
、
い
ろ
い
ろ
す
る
こ
と
も
紹

介
し
た
い
し
、
主
人
公
の
わ
が
ま
ま
ぶ
り
も
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
で
す
が

…
時
間
の
都
合
上
、
最
後
ま
で
は
ち
ょ
っ
と
…（
８
ｃ
）。【
三
人
が
好
き
な

本
】

『
も
り
の
と
も
だ
ち
』
ア
ン
ド
レ
･
ダ
ー
ハ
ン

《
読
み
聞
か
せ
》

ほ
ん
わ
か
し
た
森
の
交
流
を
楽
し
く
伝
え
た
い
。

【
妹
に
読
ん
で
あ
げ
る
絵
本
】

『
し
き
し
き
む
ら
の
な
つ
』
木
坂
涼

《
読
み
聞
か
せ
》

【
夏
ら
し
い
絵
本
】

い
。
声
が
小
さ
い
。
で
も
、
本
選
び
な
ど
の
準
備
は
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

が
ん
ば
っ
て
い
た
。

・
も
う
少
し
短
い
作
品
で
も
良
い
作
品
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
っ
ち
に

し
た
方
が
良
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
・
三
人
で
読
み
分
け
て
い
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。
声
が
通
っ
て
い
て
聞
き
や
す
か
っ
た
け
れ
ど
、
途
切
れ
途
切

れ
で
聞
き
取
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
が
少
し
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
続
き
が
気
に

な
る
お
も
し
ろ
い
本
だ
と
思
い
ま
し
た
。
・
話
し
が
長
か
っ
た
が
、
声
の
大

き
さ
や
ス
ピ
ー
ド
は
よ
か
っ
た
。
・
長
か
っ
た
け
ど
、
ち
ゃ
ん
と
準
備
で
き

て
た
と
思
う
し
、
セ
リ
フ
の
部
分
は
上
手
に
読
ん
で
い
た
と
思
っ
た
。
準
備

時
間
が
十
分
で
な
か
っ
た
だ
け
で
、
多
分
や
り
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
っ

た
と
思
う
し
、
そ
れ
も
伝
わ
っ
て
来
た
か
ら
失
敗
だ
っ
た
と
は
思
わ
な
い
。

二
回
目
を
や
る
と
し
た
ら
、
き
っ
と
一
番
上
手
に
で
き
る
と
思
う
。

・
ほ
の
ぼ
の
し
た
内
容
で
、
絵
柄
も
あ
た
た
か
く
、
本
の
選
択
が
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
や
さ
し
い
声
で
読
ん
で
い
た
の
で
、
聞
き
や
す
か
っ
た
で

す
。
・
声
が
小
さ
い
。
か
た
つ
む
り
が
勝
っ
た
の
が
納
得
で
き
な
い
。
・
最

後
に
笑
っ
た
の
が
よ
か
っ
た
。
絵
が
こ
ま
か
く
て
キ
レ
イ
で
よ
か
っ
た
。
・

読
む
姿
勢
が
よ
か
っ
た
。

・
す
っ
き
り
し
た
詩
の
よ
う
な
文
章
で
面
白
か
っ
た
で
す
。
・
早
口
だ
っ
た

け
ど
、
声
が
大
き
く
て
良
か
っ
た
。「
夏
・
夏
・
夏
」
と
連
呼
す
る
場
面
が

よ
か
っ
た
。
す
ご
く
夏
ら
し
く
て
力
強
か
っ
た
。
・
絵
が
と
て
も
き
れ
い
で

見
て
い
て
楽
し
か
っ
た
。
・
夏
の
か
わ
い
ら
し
い
絵
本
を
選
ん
で
い
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
を
も
う
少
し
よ
く
見
せ
て
も
ら
え
た
ら
も
っ
と
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
声
が
聞
き
取
り
や
す
く
、
さ
わ
や
か
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
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）
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『
い
ち
ご
く
ま
さ
ん
』
平
山
英
三
　《
読
み
聞
か
せ
》

と
て
も
短
く
、
単
語
だ
け
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
ゆ
っ
く
り

と
熊
の
親
子
に
な
り
き
っ
て
読
み
た
い
で
す
。
母
親
が
子
ど
も
に
物
を
教
え

る
よ
う
な
感
じ
で
、
優
し
く
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
出
し
た
い
で
す
。【
昔

読
ん
で
も
ら
っ
た
絵
本
】

『
星
ど
ろ
ぼ
う
』
ア
ン
ド
レ
ア
･
デ
ィ
ノ
ト
　《
読
み
聞
か
せ
》

星
が
ほ
し
く
な
っ
た
泥
棒
が
、
星
を
盗
み
に
行
く
お
話
で
す
。
最
初
は
さ
わ

り
た
か
っ
た
だ
け
、
そ
れ
が
、
自
分
だ
け
の
星
が
ひ
と
つ
ほ
し
く
な
り
、
今

度
は
全
て
の
星
が
ほ
し
く
な
り
、
最
後
に
は
月
ま
で
ほ
し
く
な
っ
て
し
ま
う

泥
棒
は
ど
こ
か
憎
め
な
い
存
在
で
す
。
そ
の
泥
棒
と
星
が
大
好
き
な
村
人
と

の
や
り
取
り
、
村
の
子
ど
も
と
の
や
り
取
り
の
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
感
じ
を

伝
え
た
い
で
す
。
ま
た
、
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ロ
ー
ベ
ル
の
か
わ
い
い
絵
、
特
に

個
性
的
な
星
の
絵
を
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
。【
自
分
が
産
ま
れ
る
前
、
母

親
の
お
腹
に
い
る
と
き
に
父
親
が
自
分
に
読
ん
で
く
れ
た
絵
本
】

『
お
と
う
さ
ん
』
相
馬
公
平

《
読
み
聞
か
せ
》

学
生
の
み
ん
な
に
、
子
供
の
頃
に
戻
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
う
。

【
本
屋
で
買
っ
た
。
こ
ん
な
父
親
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。】

・
み
じ
か
か
っ
た
け
れ
ど
か
わ
い
ら
し
か
っ
た
で
す
。
子
ぐ
ま
が
背
中
に

の
っ
て
い
る
の
が
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
・
優
し
い
話
で
ゆ
っ
た
り
し
て
い

た
。
も
う
ち
ょ
っ
と
抑
揚
が
あ
っ
た
方
が
い
い
。
・
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
速
度

が
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
。
・
く
ま
の
白
と
い
ち
ご
の
赤
、
緑
の
三
色
だ
け
の

絵
が
と
て
も
新
鮮
で
良
か
っ
た
で
す
。

・
長
か
っ
た
け
ど
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
面
白
か
っ
た
で
す
。

主
人
公
の
子
ど
も
が
ど
ろ
ぼ
う
に
優
し
く
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
感
動
し

た
。
・
人
物
に
よ
っ
て
読
み
分
け
て
い
た
と
こ
ろ
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

聞
き
取
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
だ
や
か
な
本
の
印

象
と
、
声
や
姿
が
合
っ
て
い
て
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。
・
声
が
よ
く
通
っ

て
と
て
も
聞
き
や
す
か
っ
た
で
す
。
セ
リ
フ
を
感
情
を
こ
め
て
読
ん
で
い
る

所
が
と
て
も
印
象
が
良
か
っ
た
で
す
。
・
声
が
ク
リ
ア
で
聞
き
取
り
や
す

か
っ
た
。
絵
本
の
星
も
キ
レ
イ
で
面
白
か
っ
た
。
お
父
さ
ん
も
な
か
な
か
ロ

マ
ン
チ
ス
ト
だ
と
思
っ
た
。

・
ゆ
っ
く
り
と
間
を
お
い
て
い
る
所
が
良
か
っ
た
。
子
ど
も
が
思
っ
て
い
る

あ
り
き
た
り
な
お
話
だ
け
ど
、
そ
こ
が
ま
た
深
く
て
良
い
内
容
だ
と
思
い
ま

す
。
・
す
ご
い
堂
々
と
発
表
し
て
い
た
の
で
す
ご
い
と
思
っ
た
。
声
も
ス

ピ
ー
ド
も
良
か
っ
た
し
、
絵
を
ち
ゃ
ん
と
見
せ
て
く
れ
る
の
で
、
親
切
で
し

た
。
・
す
ご
い
上
手
だ
っ
た
。
始
め
か
ら
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
て
よ
か
っ

た
。
・
一
ペ
ー
ジ
ご
と
に
周
り
に
向
け
て
見
せ
て
い
た
所
が
良
か
っ
た
で
す
。

小
さ
な
本
で
し
た
が
、
色
づ
か
い
の
は
っ
き
り
し
た
絵
だ
っ
た
の
で
、
見
や

す
か
っ
た
で
す
。


